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（l）自然の材料を使った工作 中学 2年生高校 2年生
14.2
6.4
14.8
6.8
20.9
9.2
（m）干物・くん製・ジャム作り
などの食品加工
中学 2年生
高校 2年生
7.6
5.4
8.3
5.9
12.6
8.8
動植物を育
てたり自然
の中で働く
活動
（n）植林・間伐・下草刈りなどを
すること
中学 2年生
高校 2年生
25.9
17.8
23.5
15.9
23.0
18.0
（o）米や野菜を植えたり育てたり
すること
中学 2年生
高校 2年生
17.1
10.0
16.1
10.8
18.9
13.0
（p）米や野菜や果物などの収穫を
すること
中学 2年生
高校 2年生
21.2
13.6
20.6
14.1
24.9
16.6
（q）牧場などで家畜の世話をする
こと
中学 2年生
高校 2年生
2.3
2.3
2.8
2.4
4.4
5.3
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もした」＋「少しした」）が増加傾向にあるもの
は次のとおりである。
　「自然の中で体を動かしたり楽しんだりする
活動」では，「（a）山登りやハイキング，オリ
エンテーリングやウォークラリー」「（c）乗馬
や乳しぼりなど動物とふれあうこと」「（e）ス
キーや雪遊びなど雪の中での活動」である。「自
然を観察したり調べたりする活動」では「（g）
植物や岩石を観察したり調べたりすること」で
ある。「自然のものを採って食べたり加工した
りする活動」では「（j）山菜採りやキノコ・木
の実などの採取」「（l）自然の材料を使った工
作」「（m）干物・くん製・ジャム作りなどの食
品加工」である。「動植物を育てたり自然の中
で働く活動」では「（q）牧場などで家畜の世話
をすること」である。
　レクリエーション的要素の強い活動や食に関
する活動を中心に，体験した割合が微増してい
ることがわかる。その他の内容については，体
験度の多少の変動は認められるものの，減少傾
向のものはなく，概ね現状維持の状態となって
いる。ここでは，学校行事以外での体験を聞い
ているので，学校教育の一環として体験したも
のを含めればさらに増加すると推察される。
　次に，体験活動推進のための支援体制の整備
がどのような状況になっているのかを確認す
る。文部科学省の社会教育調査におけるボラン
ティア登録制度のある施設数を手がかりに考え
てみよう（表5）。
　主な社会教育施設として，公民館，図書館，
博物館，青少年教育施設に着目する。その結
果，4施設ともボランティア登録制度のある施
設数と施設数に占める割合が増加傾向にあるこ
とがわかる。2005年度の段階で，公民館の約
15％，図書館の約60％，博物館の約35％，青
少年教育施設の約20％にボランティア登録制
度があり，活動の場が確保されていることにな
る。体験活動の中のボランティア活動に焦点を
当てると，ボランティア活動のための環境整備
が着々と整備されつつあるものと考えられる。
5　おわりに
　文部科学省は，「学びのすすめ」（2002年），
学習指導要領一部改正（2003年）において，
学力を重視する姿勢を示したわけであるが，そ
の一方で体験活動の充実・振興にも力を入れて
きたとみることができる。
　2003年以降の中央教育審議会や教育再生会
議などにおいて体験活動に関する議論が活発に
展開されてきた。それを反映させる形で奉仕活
動やボランティア活動，自然体験活動，環境学
習，文化体験といった体験活動を推進する事業
を継続的に行ってきた。その成果の一端として，
中学生・高校生の自然体験が徐々にではあるが
豊かになりつつあること，また，学習の場・機
会の充実という観点からみると，ボランティア
登録制度のある社会教育施設が増加傾向にある
ことが明らかになった。
　体験活動の推進に関して一定の成果を収めな
がら今日に至っているとみることができるわけ
表 5　ボランティア登録制度のある施設数
（施設数に占める割合）
1999年 2002年 2005年
公民館 1,704（8.9）
2,642
（14.0）
2,859
（15.7）
図書館 776（29.9）
1,450
（52.9）
1,808
（60.7）
博物館 193（18.5）
312
（27.9）
416
（34.8）
青少年教育施設 216（17.1）
253
（19.4）
262
（19.8）
体験活動の推進に関する政策動向の検証
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であるが，今後は，体験活動の量的な拡充を
図ると同時にその質を深化させることにも目を
向けていく必要がある。新学習指導要領の改訂
に際しては，その議論の過程で，OECDの示
したキー・コンピテンシーが強く意識された。
キー・コンピテンシーとは自己実現を図りなが
ら社会生活を営むために必要な能力のことであ
り，3つのカテゴリ （ー①自律的に活動する力，
②道具を相互作用的に用いる力，③異質な集団
で交流する力）が示されている。
　各種体験活動によって，異質な他者との交流
や異年齢集団における体験は可能になってき
た。すなわち，「③異質な集団で交流する力」
の素地は培われつつあると考えることができ
る。その体験活動に子ども自身がどのように関
わっているかが次に問題となる。準備された場
で一連の体験プログラムをこなすような受動的
な関わり方なのか，それとも自分や仲間との相
互作用の中から判断基準を設けて意思決定を行
い，物事を遂行する場面があるのかといった問
題である。学校教育でも社会教育でも，教育活
動として行う場合には，教育効果や安全性など
への配慮からどうしても前者の活動に終始しが
ちな部分がある。それをいかに後者の活動に近
づけるかが重要である。そうすることが「①自
律的に活動する力」の涵養につながっていくも
のと思われる。こうした原体験としての直接体
験が十分に蓄積されることによって，「環境と
効果的に相互作用するため広い意味での道具を
活用」すること，「相互作用的に道具を用いる
ために，各自の目的に合わせて道具を適応させ
るようにそうした道具をよく理解する」ことと
いった「②道具を相互作用的に用いる力」の育
成が可能になってくるはずである。「②道具を
相互作用的に用いる力」には豊富な体験と共に，
それを教科学習と結び付けて捉える学力も当然
必要となってくる。ここで体験と学力が融合し，
これまでの政策の集大成という形で結実するも
のと思われる。
　文部科学省が政策として進める体験活動に
よって「③異質な集団で交流する力」の素地は
整えられてきた。それを基盤に，プログラム化
された体験活動からの脱却を図ることができる
か否かが「①自律的に活動する力」の育成に関
わってくる。量的拡充から質的深化に体験活動
の在り方を転換することで，「①自律的に活動
する力」を育てる体験活動が可能になる。今，
まさにその転換期に立っているといっても過言
ではない。そのためにも，これまでに展開され
てきた具体的な実践事例の収集と分析・検証を
行い，質的深化を図ることに努める必要がある。
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